
★広島県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう

文脈で語句の意味を考えよう ● ● ●
展開をとらえよう ● ●
心情をとらえよう ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ● ●
文章中の表現を味わおう ●
話題・情報をとらえよう ● ●
指示語・接続語をとらえよう ● ● ● ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう

段落構成をとらえよう

要旨をとらえよう ● ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ●
古文の会話・主語をとらえよう

古文の展開をとらえよう ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう ●
詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう

文の組み立てを知ろう

自立語を学ぼう

付属語を学ぼう

敬語を使いこなそう

グラフ・図表を読み取ろう ●
話し合いをとらえよう

伝え方の工夫を学ぼう

課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 4 4 4 3
小問数 21 21 20 23

記号解答 5 3 4 7

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 16 18 16 16
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公立高校入試情報

  令和5年度広島県入試の全体傾向
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大問1　小説　高柳克弘「そらのことばが降ってくる」
大問2　論説文　国立環境研究所ホームページ
　　　　　　　 ナショナル　ジオグラフィック日本版2022年6月号
大問3　古文　「毎月抄」

本年は，課題作文が古文の内容を踏まえたものとして大問3の中で出されたた
め，例年の4大問構成から変わって3大問構成となった。全体的に文章量や記述
問題の数は減ったが，記述問題の内容は難易度が高く，課題作文を含めて時間
配分に注意が必要である点は変わらない。

■文章記述問題の対策

記述問題の出題の割合が高く，文章の内容をまとめた文の空欄補充形式など，
条件に注意が必要な設問が多いのが本県の特徴の一つである。課題作文も，本
年は古文の内容読解を前提とした出題だった。記述力だけでなく思考力も求め
られるので，過去問をはじめとした類題にあたり，十分に練習をしておきた
い。

■複数資料の読み取り問題の対策

文
法

近年，現代文の大問では文章と複数の資料が提示される形式が続いていたが，
本年は共通のテーマを扱った二つの文章が論説文で出題された。それぞれの文
章の要旨をとらえ，関連する内容を結び付けて整理・理解する必要がある。複
数の文章を読み取る形式の読解問題には意識的に取り組んで，慣れておきた
い。
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